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ご
挨
拶 

一
年
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で
、
十
二
月
も
あ
と
わ
ず

か
で
す
。
皆
様
、こ
の
一
年
の
歩
み
は
如
何
で
し
た
か
。 

今
年
は
特
に
世
界
的
な
異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
、
国
連

の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
「
今
や
世
界
は
地
球
沸
騰

化
の
時
代
だ
」
と
警
告
を
発
し
ま
し
た
。 

宇
宙
か
ら
初
め
て
地
球
を
見
た
ガ
ガ
ー
リ
ン
は
「
地
球

は
青
か
っ
た
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
美
し
く
青
く
緑
豊
か

な
地
球
を
次
の
世
代
に
手
渡
せ
る
よ
う
、
賢
い
選
択
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

本
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
も
笑
顔
で
お
会

い
で
き
ま
す
よ
う
、
健
康
に
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
せ
。 

皆
様
ど
う
ぞ
よ
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。 
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鹿児島は面白い 

鹿児島は楽しい 

鹿児島は美味しい 

鹿児島は温かい 

   そして 

鹿児島は不思議の国 
 

花尾神社大祭 花尾太鼓踊り 

会員宮元篤司さんの個展 
（市役所ロビーにて） 
大島紬で絵を製作 

日新公ゆかりの海蔵院跡（伊作）にて 

鹿児島検定グランドマスター１期生 

として理事長が MBC ポニーメイツ

のインタビューを受けました 

辰 龍 樹 

達 建 発 

発 経 立 

断 絶 起 

広大院茂姫・御台所図 
（島津重豪の娘） 

シーボルトが持ち帰った絵 

鹿児島大学附属図書館所蔵 

ふくれ菓子・いこ餅・がねん天ぷら 

昔懐かしい田舎のもてなし 郡山 

http://www.kagoshima-/
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バ
ス
ツ
ア
ー
紀
行
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
井
俊
子 

「
原
口
泉
教
授
の
野
外
歴
史
教
室
」 

～
島
津
氏
の
お
国
入
り
と
出
水
の
み
か
ん
狩
り
～ 

 

十
一
月
二
十
六
日
、
山
里
は
秋
の
紅
葉
真
盛
り
で
、
更

に
小
春
日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
原
口
先
生
の
流
れ
る

よ
う
な
ご
案
内
の
中
、
入
来
峠
を
越
え
て
、
宮
之
城
か

ら
紫
尾
峠
を
下
り
出
水
に
入
り
ま
し
た
。 

㈠ 

真
鍋
香
果
園 

出
水
は
美
味
し
い
み
か
ん
の
産
地
で
す
。
赤
土
の
扇
状

地
は
八
代
海
に
面
し
、
海
風
と
太
陽
が
み
か
ん
の
お
い

し
さ
を
育
み
ま
す
。
現
在
三
代
目
の
若
手
経
営
者
航
之

介
さ
ん
が
目
指
す
み
か
ん
は
「
子
ど
も
が
食
べ
た
く
な

る
み
か
ん
」
で
す
。
航
之
介
さ
ん
は
独
自
に
配
合
し
、
発

酵
さ
せ
た
有
機
肥
料
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
土
作
り
を
一

番
大
事
に
考
え
て
い
ま
す
。
み
か
ん
は
小
玉
を
中
心
に

栽
培
し
、
果
皮
が
黄
色
く
着
色
し
た
後
、
糖
度
を
上
げ

る
た
め
、
長
期
間
樹
に
生
ら
せ
ま
す
。
す
る
と
果
肉
は

濃
い
橙
色
に
変
わ
り
、
旨
味
の
中
に
少
し
酸
味
が
味
わ

え
ま
す
。 

真
鍋
香
果
園
は
鹿
児
島
県
認
証
Ｋ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｐ
特
別
栽
培

農
産
物
認
証
農
家
の

指
定
を
受
け
て
い
ま

す
。 

召
し
上
が
っ
た
方
々
が

「
甘
い
！
〳
〵
。
と
っ
て

も
お
い
し
い
。
こ
ん
な

み
か
ん
初
め
て
食
べ

た
」
と
絶
賛
さ
れ
て
い

ま
し
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

㈡ 

木
牟
礼
城
跡 

国
道
３
号
線
を
米
ノ
津
方
面
か
ら
高
尾
野
に
向
か
う
途

中
、
上
空
を
４
羽
の
ツ
ル
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。
何
故
ツ

ル
は
出
水
に
飛
来
す
る
の
で
し
ょ
う
。 

あ
っ
！
、こ
こ
で
は
木
牟
礼
城
を
ご
紹
介
す
る
の
で
し

た
。 

島
津
初
代
忠
久
は
源
頼
朝
に
よ
り
、
薩
摩
・
大
隅
・
日
向

の
三
ヶ
国
の
地
頭
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
守
護
代
と
し
て
本

田
氏
を
下
向
さ
せ
て
、
山
門
院
（
出
水
市
江
内
）木
牟
礼

に
山
城
を
築
き
、
島
津
氏
支
配
の
足
が
か
り
と
し
ま
し

た
。
文
永
一
一
年
（12

7
4

）
や
弘
安
四
年
（12

8
1

）
モ
ン
ゴ

ル
帝
国
の
襲
来
を
受
け
、
筑
前
筥
崎
を
守
っ
た
島
津
三

代
久
経
と
嫡
男
忠
宗
で
す
が
、
弘
安
七
年
（12

8
4

）久
経

が
筥
崎
で
没
す
る
と
、
忠
宗
は
そ
の
ま
ま
薩
摩
に
下
向

し
、
領
国
経
営
を
目
指
し

ま
し
た
。 

忠
宗
に
は
多
く
の
男
子
が

お
り
、
長
男
の
貞
久
を
後
継

者
と
し
、
二
男
以
下
の
忠
氏

は
和
泉
、
忠
光
は
佐
多
、
時

久
は
新
納
、
資
久
は
樺
山
，

資
忠
は
北
郷
、
久
泰
は
石

坂
を
夫
々
与
え
、
領
国
拡
大

を
諮
り
ま
し
た
。
そ
し
て
少

し
ず
つ
鹿
児
島
に
近
づ
い

て
行
き
、
五
代
貞
久
は
川
内
の
碇
山
城
を
手
に
い
れ
、

南
北
朝
時
代
に
は
足
利
尊
氏
方
に
加
わ
り
奮
戦
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

 

㈢ 

野
田
感
応
寺 

創
建
は
建
久
五
年
（119

4

）で
、
島
津
初
代
忠
久
の
命
に

よ
り
、
本
田
貞
親
が
栄
西
禅
師
を
開
山
と
し
て
建
立
し

た
禅
宗
の
お
寺
で
す
。

（
正
式
名
称
は
鎮
國
山
感

応
禅
寺
） 

島
津
氏
の
菩
提
寺
と
し

て
広
大
な
敷
地
を
有
し

ま
し
た
が
、
明
治
二
年
の

廃
仏
毀
釈
に
よ
り
廃
寺

と
な
り
ま
す
が
、
明
治
一

三
年(18

8
8
)

再
興
さ
れ

ま
し
た
。 

往
時
の
面
影
を
と
ど
め
て

い
な
い
の
は
残
念
で
す
が
、

正
門
の
二
体
の
仁
王
像
は

迫
力
が
あ
り
ま
す
。 

境
内
に
は
「
五
廟
社
」
と
呼

ば
れ
る
墓
地
が
あ
り
、
島

津
初
代
忠
久
、
二
代
忠
時
、

三
代
久
経
、
四
代
忠
宗
、
五

代
貞
久
が
祀
ら
れ
て
お

り
、
島
津
氏
の
由
緒
を
知

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 
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鹿
児
島
県
指
定
文
化
財
、
十
一
面
千
手
観
音
像
は
文
安

二
年(14

4
4
)

院
派
の
仏
師
院
隆
の
作
で
す
。
院
派
と
は

仏
師
定
朝
の
孫
院
助
か
ら
は
じ
ま
る
仏
師
集
団
で
、
平

安
時
代
後
半
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
ま
し

た
。（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
） 

又
、
同
じ
く
県
指
定
文
化
財
、
絹
本
著
色
雲
山
和
尚
像

は
四
月
八
日
の
み
の
公
開
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非

足
を
お
運
び
下
さ
い
。 

出
水
平
野 

出
水
は
紫
尾
山
（10

6
7
m

）を
背
に
し
た
な
だ
ら
か
な
扇

状
地
が
続
き
、
麓
に
沖
積
平
野
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
紫

尾
山
か
ら
流
れ
る
平
良
川
が
大
川
内
方
面
か
ら
流
れ

る
広
瀬
川
と
交
わ
り
、
下
流
は
米
ノ
津
川
と
呼
ば
れ
ま

す
。
そ
し
て
八
代
海
へ
と
続
く
所
は
浅
瀬
に
な
っ
て
お

り
、
元
禄
時
代
に
干
拓
地
が
作
ら
れ
ま
し
た
。 

安
政
四
年
（18

5
7

）島
津
二
八
代
斉
彬
が
干
拓
を
命
じ
、

出
来
上
が
っ
た
の
が
現

在
の
荒
崎
干
拓
地
で
す
。 

来
年
、
令
和
六
年
二
月

二
四
日
（
土
）Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
か
ご
し
ま
新
発
見

伝
塾
で
は
「
鶴
の
北
帰

行
と
蘇
っ
た
麓
武
家
屋

敷
群
」
と
題
し
て
バ
ス

ツ
ア
ー
を
催
行
致
し
ま

す
。
何
故
ツ
ル
は
出
水

を
目
指
す
の
か
。
出
水
の
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て

ツ
ル
を
保
護
し
て
き
た
の
か
。ツ
ル
と
人
と
の
か
か
わ

り
を
た
っ
ぷ
り
お
届
け
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

野
間
の
関 

関
ヶ
原
の
戦
い
で
家
康
の
陣
を
正
面
突
破
し
た
義
弘
軍

は
伊
勢
路
か
ら
大
阪
に
見
事
に
辿
り
着
き
、
帰
還
を
果

た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
家
康
は
加
藤
清
正
に
肥
後
を
守

ら
せ
、
薩
摩
と
対
峙
さ
せ
ま
し
た
。 

薩
摩
で
は
「
ひ
と
つ
と
せ
、
肥
後
の
加
藤
が
来
る
な
ら
ば

煙
硝
さ
か
な
に
団
子
会
釈
（
だ
ご
え
さ
っ
）」
と
唄
っ
て
、

何
時
で
も
来
い
！
と
意
気
盛
ん
な
と
こ
ろ
を
家
康
に

見
せ
つ
け
ま
し
た
。 

野
間
の
関
は
屈
強
な
出

水
兵
児
が
、
藩
内
に
入
り

込
も
う
と
す
る
怪
し
げ

な
人
た
ち
を
取
り
締
ま

る
為
に
設
け
た
関
所
で

す
が
、
高
山
彦
九
郎
、
平

野
国
臣
、
月
照
、
坂
本
龍

馬
な
ど
も
厳
し
く
吟
味

さ
れ
た
と
い
う
逸
話
が

残
っ
て
い
ま
す
。
現
代
か
ら
み
る
と
、
え
～
っ
？
こ
ん
な

人
ま
で
あ
や
し
か
っ
た
の
？
と
思
い
ま
す
が
、
怪
し
げ

な
人
は
や
っ
ぱ
り
怪
し
か
っ
た
の
で
す
。 

近
く
に
有
馬
雄
助
首
実
検

の
地
が
あ
り
ま
す
。
有
村
三

兄
弟
の
次
男
で
す
。
三
男
治

左
衛
門
と
共
に
桜
田
門
外

の
変
の
謀
議
に
関
わ
っ
た
と

し
て
切
腹
し
ま
し
た
が
、
幕

府
の
要
請
で
こ
の
地
で
首

実
検
を
し
た
と
伝
わ
り
ま

す
。 

こ
の
半
年
の
事
業
実
績 

歴
史
よ
も
や
ま
話 

 

０
６
／
２
２ 

 

島
津
義
久
生
誕
４
９
０
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前
編 

 

０
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２
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島
津
義
久
生
誕
４
９
０
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後
編 

 

１
１
／
３
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霧
島
六
社
権
現 

 

 

１
２
／
０
７ 

 

大
江
戸
の
姫
さ
ま 

島
津
重
豪
外
聞 

 

街
歩
き 

 

０
９
／
２
１ 

 

西
郷
さ
ん
を
偲
ん
で
城
山
へ 

 

１
０
／
１
９ 

 

玉
里
島
津
邸
と
鹿
児
島
工
業
高
校 

 

１
１
／
２
３ 

 

梅
ヶ
渕
観
音
と
不
動
堂 

 

１
２
／
０
２ 

 

桐
野
利
秋
と
西
南
戦
争
の
若
者
た
ち 

 

＊
ち
ょ
っ
と
閑
話 

 

  

 
 
 
 

 

ミチ姫(猫)を抱く天璋院 
本当は狆が好みだった 

 
早稲田大学図書館所蔵 

 

友人 

 

編集者 

同じ月？ 

http://www.kagoshima-shinhakken.ne/


2023年 12月 25日   法人かごしま新発見伝塾会報 http://www.kagoshima-shinhakken.net 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２4 度の事業カレンダー      12/25(月）現在の予定表です。変更になる場合がありますのでご了承ください 

カテゴリー 回 月 日 曜 カテゴリー テーマ 

歴史よもやま話 10:00～11:40  会場 市福祉プラザ 4F小会議室 資料代 200 円 要予約 27 名限定 

 前 1 25 木 歴史よもやま話 聡徳院～～島津登志子さん講座～～ 

前 2 22 木 歴史よもやま話 西南戦争で散った若者たち 

前 3 28 木 歴史よもやま話 西郷の妻・スガ、愛可那、イト 

1 4 25 木 歴史よもやま話 敬天愛人はどうして生まれたか 

2 5 30 木 歴史よもやま話 薩摩の豪商たち 

3 6 27 木 歴史よもやま話 大山巌 前編 

4 7 25 木 歴史よもやま話 大山巌 後編 

5 8 29 木 歴史よもやま話 神代三代とその妃たち 

6 9 26 木 歴史よもやま話 大隅古墳群の謎 

7 10 31 木 歴史よもやま話 入来文書と朝河貫一について 

8 11 28 木 歴史よもやま話 専修大学の創始者田尻稲次郎 

9 12 12 木 歴史よもやま話 丹後局と比企一族 

街歩き   10:00～12:30  会費 1,000 円(資料代、保険代含む) 2 日前までに要予約 15 名限定 

 前 3 14 木 第 81 回街歩き アリーナから小松帯刀別邸跡まで 

1 4 18 木 第 82回街歩き 古地図を片手に鶴丸城周辺 

2 5 25 土 第 83 回街歩き 下加治屋町郷中 

3 9 19 木 第 84 回街歩き 西郷さんを偲んで城山下り 

4 10 17 木 第 85 回街歩き 斉彬の初めてのお国入り・・・水上坂と常盤界隈 

5 12 2 月 第 86 回街歩き 桐野利秋、島津啓次郎、増田宗太郎 

バスツアー 前 2 24 土 出水 鶴の北帰行と蘇った麓武家屋敷群 

 前 3 23 土 義弘シリーズ 家族愛を育み薩摩を守ったえびのの２６年間 

1 10 20 日 大隅 四十九所神社・若武者の鏑流馬祭り 

2 11 23 土 六社権現 秋分の日、紅葉めぐりと霧島東神社と狭野神社 

 

 

※
感
懐 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
井
俊
子 

命
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と 

人
間
の
命
に
は
限
り
が
あ
る
。
昔
、
神
は
ア
ダ
ム

と
イ
ブ
を
完
璧
な
人
と
し
て
誕
生
さ
せ
た
が
、イ

ブ
が
禁
断
の
果
実
を
食
べ
た
こ
と
か
ら
命
に
限

り
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

天
寿
を
ま
っ
と
う
し
た
人
も
い
れ
ば
生
ま
れ
て

す
ぐ
亡
く
な
る
赤
ち
ゃ
ん
も
い
る
。
人
間
は
皆
平

等
と
い
う
が
、
自
分
の
命
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来

な
い
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
状
態
を
平
等
と
い

う
の
だ
ろ
う
。
自
分
の
意
志
に
反
し
て
亡
く
な
っ

た
人
を
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
形
で
受
け
継
い

で
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。 

 

九
月
二
十
四
日
息
子
が
亡
く
な
っ
た
。
小
学
校

の
教
員
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
精
魂
を

傾
け
て
い
た
。 

「
郷
中
教
育
や
い
ろ
は
歌
、そ
れ
に
出
水
兵
児
修

養
掟
な
ど
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
受
け
ま
し

た
。
今
で
も
私
の
生
き
る
道
に
な
っ
て
い
ま
す
。
」

と
、
か
つ
て
の
教
え
子
た
ち
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。 

彼
の
家
の
書
棚
に
は
西
郷
隆
盛
に
関
す
る
本
や

島
津
日
新
公
の
い
ろ
は
歌
の
本
が
並
べ
ら
れ
て

い
た
。
彼
は
ま
さ
し
く
薩
摩
を
愛
し
た
人
間
な

の
だ
。 

西
郷
さ
ん
の
命
日
と
同
じ
日
に
亡
く
な
っ
た
こ

と
に
感
懐
を
憶
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

今
は
息
子
の
や
り
残
し
た
こ
と
を
、
私
共
の
活
動

を
通
し
て
継
続
し
て
い
き
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て

の
役
割
を
全
う
し
た
い
、
と
考
え
て
い
る
。 

  

編集後記 手元に届くのは新年を迎えていると思いますが、遅くなりましたこと、相変わらずの紙面作りも併せてお

詫び申し上げます。来年こそは！と毎年いっております。皆様にとって良い年でありますように。 

編集責任者 今井征男 

http://www.kagoshima-shinhakken.ne/

